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編 集 後 記
　今回も諸先生方並びに院生諸君の玉稿が集まり，珠玉の論集が出来上がったことに先ず感謝致し
ます。20 世紀初頭に描かれた順調な経済成長に基づく人類の明るい未来図は，20 世紀中期以降の
経済停滞と冷戦構造の終結に伴って噴出した諸問題，特に，新たな国際秩序樹立の模索等により描
き換えを迫られてきた。従来の国家と秩序は一帯であるという私の専門分野の大原則も，国境を越
えた民間部門の活動の質的・量的な飛躍的増大により，民間部門が国家と並んで秩序の源泉足りう
るという考え方が生じている。従来，法律や政治といった分野が秩序構築の中心とされていたのが，
その周辺部であったはずの経済，文化，社会の分野で活発に新たな秩序構築の動きが始まっている。
民際的な分野でのこの様な動きはグローバルな統治の質自体を変えてきている。私の専門の宇宙法
や生命工学，ナノ技術等に関わる国際関係法でも，これらの技術の担い手である民間部門から生じ
た自己規律がそのまま写真を写し取ったような形の法として実質的に機能している。今回の論文に
もこのあたりに関わってくる貴重な研究が多々含まれており，我々の知的好奇心を存分に満たして
くれるものである。
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